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「鶴岡市の建築物等に関する福祉環境整備要綱」の

改定にあたって

鶴岡市では、不特定多数の人が利用する建築物等について、高齢者や障害者等すべての市

民が、安全かつ快適に利用できるように、一定の基準を定めるべ く、平成 4年に「鶴岡市の

建築物等に関する福祉環境整備要綱」を制定いたしました。             ′

しかし、要綱制定後10年 を超え、この間国においては、平成 6年に「高齢者、身体障害者

等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律」 (ハ ー トビル法)が制定され、

バリアフリー化が義務付けられました。また、県においては、平成11年 に「山形県福祉のま

ちづくり条例」が制定され、高齢者や障害者等の日常生活に特に重要な施設について、新築

等の届出を義務付けられました。

このように、不特定多数の人が利用する建物等のパリアフリー化が進められると共に、あ

らかじめ高齢者や障害者をはじめとして、女性や児童等多様な人 々が利用しやすいよう、都

市や生活環境を考えていくユニバーサルデザインの本格的導入が図られつつあります。

このため、時代の要請に応じた要綱の必要な改定作業を行つたところであります。今回の

改定にあたっては、この間に制定されたハー トビル法や福祉のまちづ くり条例の基準等を考

慮し、すべての人が利用しやすい建築物等が多 く建築される環境を醸成し、ノーマライゼー

ションの理念とユニバーサルデザインの推進を基本方針といたしました。

市民の皆様には、すべての人にやさしいまちづく

何卒この要綱の趣旨をご理解賜 りたいと存 じます。

し上げまして、発刊のあいさつといたします。

平成16年 4月

り、調和のとれた福祉都市の実現のため、

皆様のご支援とご協力を心からお願い申

塚 陽鶴岡市長 一昌
























































































































































































































































